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緒　　　　　　　言

著者は1957年に，当時勤務していた山口県厚狭保健

所管内の一農村で，構造が比較的粗雑な各戸の摂取便

所へ，農薬用3％BHC粉剤を用便の都度ペコ缶また

は紙筒製ダスターで撒布することによる便他のハエ幼

虫駆除野外実験を行ない，日常多忙な農村人でも容易

に実行し得ると思われるこの方法がかなり実用価値の

高い方法であることを認めたので，その結果について

報告する0

稿をすすめる前に，実験の指導と本稿の校閲を賜わ

った長崎大学風土病研究所長大森南三郎教授に深甚な

る謝意を表する．

実験場所と講法

実験区は山口県山陽町籾の木部落の全12戸で，この

部落は山間の谷あいにあって，隣接部落とは約1随隔

っている．対照区としては，これも山間部落で，実験

区の西約1鮎1の距離にある高の巣部落全6戸（対照区

A）と，高の巣の更に西南約3Kmの山麓にある石東部

落全26戸の中任意の5戸（対照区B）を選んだ・

実験区，対照区共に，大便所は屋外にあり，家によ

っては別に上便所が座敷つづきに設けられている・便

所の構造ほ，対照区Aの内1戸がコンクリート槽マン

ホール摂取ロを有する閉鎖式である他は普通の農家に

みられる摂取式である．便壷ほ陶器製で，その大きさ
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は約40仁椚カ1ら60c〃tである。実験区では半数が落しロに

手製の木葉をしていたが，その使用状況は不確実であ

った・A，B両対照区では落し口の蓋ほ勿論，故取口

の蓋さえない家があった．実験区，対照区各戸におけ

るハエ類の発生源の状況は罪1表に示す通りで，実験

区には専業農家が多く，対照区には兼業農家が多いこ

とと，実験区では緬羊，鶏の飼育数がやや多い他は両

区共鳴々同様の状態である・

実験区では農薬用3％BIiC粉剤（以下BHC粉剤

と略称）を容量約500gのペコ缶またはボール紙製の

円筒型ダスターで用便の都度新鮮な糞便上に轍布させ，

その使用量を毎週計量記録した．1，2の家では撒布

を怠り，時々相当大量のBHC粉剤を手づかみで撒い

たと思われる場合があったが，大部分の家庭では略々

確実に用便直後の撒布を実施した．対照区の便所は放

任したので，家によってほ時に，リンデン乳剤，ダイ

アジノン乳剤，BHC粉剤，DDT油剤等の撒布を行

なっていたが冒　その使用方法，使用量等の詳細は不明

である・

便地内のハエ幼虫の発生状況は，毎週1回，定期的

に，肉眼によって観察した由　また，便池の殺蘭が，そ

の区域のハエ成虫の棲息密度にどのような影響を与え

るかということを知るために，実験区内に5箇所，対

照区Aに1箇所，同Bに3箇所，実験農家庭先の半樹

陰を選んで，魚のあらを誘引餌とした金網トラップを



BHC粉剤の用便直後散布によるハエ幼虫駆除

帯1真　　　　実験区及び対照区におけるハエ類の発生源の状況（1957〕
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仕掛けて毎週1回ハエ類の採集を行なった・実験は

1957年5月14日］から同年12月30日まで行なったが，こ

こではハエ類の発生が旺盛な6～10月の成績について

のべる．

実験成績及び考察

実験区12戸，対照区11戸の便他について，毎週1回

定期的に肉眼で便池内のハエ幼虫の多寡を観察した結

果は帯1図の如くである．この図に示す殺虫剤撒布と

は，実験区では毎日，毎用便後に，定められた方法で

BHC粉剤を撒布したと思われる場合のみを示し，一
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時に大量を手づかみで撒布したと思われる場合には薬

剤撒布がなかったものとした．また，逆に，対照区で

は，1週間の間に1回でも薬剤が使われていた場合に

は殺虫剤撒布とした．図に示すように，実験区の中

No．8，9の両家は薬剤撒布を怠り勝ちで，実験期間

中に8～9匝Ⅰもこれを行なっておらず，そのため，そ

の週または次週には必らず多数のハエ幼虫を発生させ

ている．その他の家でも，薬剤撒布が不充分と思われ

る時にほ決って幼虫の発生が認められることば興味深

いことである．対照区においてはNo．19，22の両家は

薬剤を使用したために幼虫の発生が割合に少なく，
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諦1匡亘　　　　実験区及び対照区の各便所における毎週のハエ幼虫発生状況（1957）

陸軍紋　　　　踵盟普通　　　　Ⅷ刀ケ雛

N仇18ほ前述の如くマンホール式放取口とベンチレー

ターを備えた閉鎖式便所であるために幼虫の発生は比

較的少ない飽　しかしながら総体的にみて実験区は対照

区に比べてハエ幼虫の発生は明らかに少ない0　これは

BHC粉剤を用便の都度撒布することが便池内で発生

するハエ幼虫の駆除に有効であることを示すものと考

えられる．そこで，次にこのような便池での教組がそ

の区域のハエ成虫の棲息密度に影響を及ぼしているか

どうかを金網トラップでの採集成績を目安として吟味

してみることにする。金網トラップで，実験期間中に

採袋されたハエ類ほ，実験区で6科16属46程，943引回

体（トラップ5個の計），対照区では6科16属47柾，

10701個体（トラップ4個の計）である岳　各トラップ

毎の採集数はトラップの配置された場所によってかな

りに異なり，また，ハエの種類によっては便所以外の

発生源から発生するものも多いので，採集された個体

数のみで発生源対策の可否を判定することば困難であ

る・従って，使池に普遍的に発生し，しかも夏期に発

生量が多いセンチニクパエ（助rt中点曙瓜β甜曙r玩戊）を

［コ音定めす“　　　nテ及耳文禄　　　せ崩虫副職土市

折襟として，各トラップ毎，採集月別に，採集総数に

対するセンニチタバエの百分率を求めると節2表の通

りで，採集口別平均においても，トラップ別平均にお

いても，その率が実験区で明らかに低い傾向を示して

おり，この傾向ほ各採集日転の平均値を図示した罪2

図に，よりほっきりとあらわれている．但し，9月中，

下旬において大差が認められないのは罪1図で指摘し

たように8月中，下旬，及び9月上旬に，実験区内の

便所，特にN軋8，9両家の便所から大量のハエが発

生したことによるものと思われる0次に，このような

百分率の抽巽が有意的であるかどうかを吟味するため

に，罪2塞から実験区，対照区の各トラップ毎，採集

日毎のセンチニクバエの百分率を逆正弦変換し，実験

群＝対照群，調査日，トラップの3要因について3元

配置されたものと考えて分散分乱すれば算3衷に示す

ように1チ右以下の危険率で有意差が認められる魯　即ち

採集されたハエ類の中，便地内で大量に発生するセン

チニクバエの成虫は，実験区で明らかにその発生が抑

制されているといえる．実験区におけるBHc粉剤の
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摘要

1)1957年4月から12月まで山口県の一農村で農薬

用3%BHC粉剤を用便の都度ペコ缶または紙筒製ダ

スターで撒布することによる便池のハエ幼虫駆除野外

実験を行なった.

2)便池内のハエ幼虫の発生量は,薬剤撒布を怠っ

た後を除いて,実験区で明らかに少なく,薬剤撒布の
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第2囲　金網トラップによる捕殺ハエ総数に対する

センチニクバエの百分率（1957）

（芸慧≡三こ三二；；≡芸器芸）
・－・・東野旨区
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使用量は1戸当り1週間分平均45gで，1年の中極寒

の2箇月を除いて10箇月間撒布をつづけると1，800g，

価格にして約120円である．以上要するに，汲取便所

鳶3黄　道正弦変換による分散分析表

註：M　　実験群，対照群問変動

丁　　　調査日間変動

B（M）調査世帯間変動

MXT　実験群，対鱒群別の調査日問変動

E　　　誤差項

のハエ幼虫駆除法として，用便直後毎に農薬用3％

BHC粉剤を便地へ撒布することばかなりに有効であ

り，方法が比較的簡便で，経費もあまりかからないの

で，一般に推奨し得る一方法であると思われる・

要因 平　方　和 自由度 分　　　散

M

T

B（M）

MXT

E

7211．1600

7472．7100

3397・860コ

0．001U

0．0072

1

21

7

21

147

7211・160000

355・840000

485．408600

0．000048

0．000049

MTB 18081．7382 197



効果が認められた.

3)金網トラップで採集された, ハエ成虫の採集総

数に対するセンチニクバエの百分率は実験区で有意的

に低く,これは薬剤撒布による便池の殺蛆の影響と思

われる.

4)実験区におけるBHC粉剤の使用量は1年の中

撒布を必要とする10箇月間で1戸当り1,800g,価格に

して約120円である.

5)汲取便所ハエ幼虫駆除として,用便直後毎に

BHC粉剤を便池に撒布することはかなりに有効であ

り,方法が簡便で,しかも経費があまりかからないの

で一般に推奨し得る一方法であると思われる.

Summary

In a farm village of 12 houses, a field experiment was conducted to control the flies

breeding out from the privies by dusting 3% BHC powder after each bowel movement, in 1957.

The number of full grown maggots of flies was inspected weekly from early June to late

October with a very satisfactory result. Maggots were scarcely found in the privies where

the dusting was continued seriously.
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To evaluate indirectly the effect of the dusting, the percentage abundance of Sarcophaga

peregrina, main breeder in the privy, against the total number of flies collected by fish baited

cage trap in the village under control was compared with that in untreated village. The

percentages were found significantly low in the treated village.

The amount of 3% BHC and its cost needed for the dusting during the season of flies in

a house was 1.8kg and 120 yen in an average.
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